
3月の活動報告

今月のテーマ別体操



上記の図より、65～75歳くらいをさかいにカロリー摂取の考え方が変化します。

老年期（65歳～）は低栄養、フレイル予防のために適切なエネルギーとタンパ
ク質の摂取を促す食事に変わります。

必要な栄養量は、年齢・性別・活動量、また体型によっても違っています。

グループホームに入居されている方の食事摂取量は、毎日記録されていますよ
ね。その記録が対象の方の食事摂取量の基準となります。また、毎月の体重の
変化によっても、食事から得られるエネルギーが満たされているのか、不足し
ているのかを見極める目安にすることができます。毎日の食事摂取量、毎月の
体重の変化を確認することで、入居者様の体調の変化にいち早く気づき、健康
管理に活かすことができるでしょう。

次月の内容

高齢者に必要な栄養とは
よくある質問 Q＆A

近江ちいろば会 食堂
管理栄養士 監修

2024.4

管理栄養士の 栄養サポート 4月
【食べることは 生きること】

生まれてから人生の最期まで、食べることは続きます。

体をつくり、生きていくためには食事からの栄養がとても大切です。

食事をするためには、口（口腔）の状態や消化器官の状態も関係しており、人の
体のすべてに関わります。

また、食事を囲んで会話を楽しむことは、人と人とが繋がりを深めコミュニケー
ションをはかるきっかけにもなります。

近年のコロナ禍で、食環境の在りかたが変化していますが、感染対策を行ったう
えで食を楽しむことは、続けていきたいものですね。

【口から食べる支援を考える】

人生の最期まで、口から栄養を取ることを望まれる方は多数おられます。

しかし、口腔内の状態、摂食嚥下機能の低下から普通の食事形態のものを、

口から食べられなくなる高齢の方も多くみられます。

日常的に、バランスの取れた食事が食べられる環境を整えるように心がけましょ
う。
人生の後半、50歳以降の方が、どのように栄養を摂取するべきかを考えて

みましょう。


